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15．　Computerized　mUlticrystal　scintillation　gmm

　camera（System・70）を用いたFunctiomal　Image

　について
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　我々（9Autofluoroscope（System－70）を用いて，

局所脳血流（rCBF）分布図とその機能図を作製し

た．133Xe（5mCi）生食液を選択的に内頸動脈に注

入し，Detector面下の全脳の計数を，1秒間隔で

11分間，Diskに集録した．　rCBFやその機能図

の算出には｝1／A法が適当であった．133Xe注入後

数秒間の動脈相は計算より除外した．System－70

のDetector面一9in．×6in．一は21×14　scintillaters

＝matrixに分けられているので，Data－processunlt

（画像の四則演算も含む）を用いて，各々画素毎

にH／A法が適用出来，数ステップ（約10分以内）

のpush－bottum処理だけで，全脳のrCBFやその

機能図（6色，16段階color表示）が容易に表示出

来た．今後の検討を要する問題としては，1）Sys－

tem－70の現在のcollimatorはrCBF測定に不適

であるので，その改良，2）initial法との比較検討

である．
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16・Functional　Imageによる腎内RI動態の解析

　　と臨床応用（第8報）

一
各種パラメータ・マップの臨床的意義一
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　シンチカメラとオンラインで接続したRTデー

タ処理装置を用いて得られた1311－hippuranによ

る経時的シンチグラム像を対象として，局所毎の

動態曲線から骨血流，排泄機能等に相当するパラ

メータを算出，パラメータ・マップとして表示す

る骨のFunctional　Imageを作成，各種腎疾患100

例にて臨床応用を行った．

　これらの腎疾患を（1）腎機能正常例，（II）腎内

局在性病変，（ln）尿路閉塞性病変，（Iv）腎血管

性病変，（V）腎実質性病変に分類，また抽出した

パラメータは，①Cmax，②Tmax，③up　slope

④down　slope，⑤compartment数，　⑥fixed

time　slopeの6種類である．これらのパラメー

タによる画像を，腎RI検査，　Angiography，　IVP，

各種腎機能検査と対比するとともにパラメータの

有する臨床的意義について考察を加えた．Cmax

の画像では，腎内局在性病変，腎血管性病変の低

下を認める．Tmaxの画像では，正常例で，腎皮

質から腎孟にかけて段階的にTmaxの遅れが示さ

れ，閉塞性病変，之血部位ではTmaxが著明に遅

れる．Compartment数の画像はTmaxに類似し

ており，皮質2個，腎孟5～6個である．up　slope，

down　slopeは各々Tmaxの前後における勾配で

あり，虚血部位，閉塞部位では，各々，欠損像と

して表現されAngiographyと一致する所見が得

られた．Fixed　time　sloPeにおけるA相（集積相）
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